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※概要（Summary）： 

 

携帯電話などの小型無線機器に搭載するエレクトロ

ニクス部品点数を削減するため、１パッケージ内に複

数の振動子を機械的に結合した状態で集積化し、それ

らを電気的に励振する際の電極の組合せ、位相によっ

て所望の周波数を合成する周波数シンセサイザをＭ

ＭＥＳ技術により製作する。 

 
※実験（Experimental）： 

 

ナノテクノロジープラットフォーム施設が管理する

電子ビーム描画装置を利用してフォトマスク（５イン

チ）を製作し、東京大学生産技術研究所のＭＥＭＳ系

クリンルームを使用して共振子アレイを製作した。ま

た、同プラットフォーム施設が有するレーザードップ

ラー振動計測装置（MSA-500）を用いて、共振子アレ

イの動作特性を計測した。 

 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

 

シリコンＳＯＩ基板上にあらかじめ上下電極と圧電

ＰＺＴ薄膜を形成したウエハを用意し、それをシリコ

ン項アスペクト比ドライエッチング装置でマイクロ

加工して共振子アレイを製作した。周波数２０ｋＨｚ

〜１００ｋＨｚ範囲にある共振ピークを選択的に励

振可能であることを実験的に検証することができた。 

 

図１ 試作したＰＺＴ駆動共振子アレイ 
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